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(A) Research background (Previous studies) 

地球上で最大の Large Igneous Province として知られる

オントンジャワ海台(OJP)は、その成因は小惑星衝突説

を含め諸説あるがマントルプルームを起源とする説が

最有力である。しかし、プルーム説では海底地下構造

探査のデータで判明しているOJPの特異なアイソスタ

シーを説明できないという弱点が存在し、成因論につ

いていまだ議論がなされている。これを克服した説と

してKorenaga (2005)はoff-axis plume-ridge interactionを

提唱した。ここまで述べてきたように OJP の成因研究

は地球物理学が先行しており、Korenaga (2005)でも地

球化学的な整合性の検証は為されていない。本研究は、

OJP の深海掘削で採取された火山岩の主要元素・微量

元素・Sr-Nd-Pb 同位体組成から off-axis plume-ridge 

interaction の地球化学的整合性を検証した最初の研究

である。 

(B) Methods 

本研究で扱う火山岩試料はすべて国際深海掘削計画

(ODP)のサイト 1183, 1185, 1186, 1187 で採取された掘

削コア試料である。試料の全岩化学組成を測定するた

めに主要元素、微量元素、Sr-Nd-Pb 同位体組成分析を

行った。分析にはそれぞれ、XRF、ICP-MS、TIMS を

用いた。また、得られた地球化学データをもとに主成

分分析を行い、OJP 火山岩の化学組成の決定に関与し

ているマントル物質とその影響度を推定した。 

(C) Results and Discussion 

すべての OJP 試料はソレイアト質であり、LREE に 

枯渇し N-MORB に類似した REE パターンを示す。し

かし、これらの試料は肥沃な同位体組成を持ち、少な

くとも FOZO、HIMU、EM1 の成分が関与している。

OJP 火山岩は N-MORB のように枯渇した微量元素組

成を持ちながら、OIB のような肥沃な同位体組成を示

すことが本研究で明らかになった。さらに、試料の採

取場所が OJP の東側になるほど、部分溶融度が高くな

り、微量元素が枯渇することが判明した。著者はこの

現象をoff-axis plume-ridge interactionによって説明して

いる。OJP の西側にプルーム、東側に海嶺が存在し、

海嶺に近づく東側ほど減圧融解が進むことで部分溶融

度が増加し微量元素に枯渇すると推測している。ただ

し同位体組成はすべてのサイトにおいてほぼ一定であ

り、微量元素と同様の傾向は観測されていない。  

(D) Conclusions      

OJP 火山岩の特殊な化学組成とその分布は off-axis 

plume-ridge interaction の証拠である。しかし、これは

OJP の一部の試料から得られた結果に過ぎない。今後、

さらに広範囲での分析と検証が必要である。 
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